飛鳥時代の演劇　：　特に伎樂に就いて（續國文學研究號） by 松本, 義圓
飛
鳥
時
代
の
演
劇
1
特
に
伎
樂
に
就
い
て
ー
菘
本
義
圓
妙
法
蓮
華
經
法
師
品
第
-{-
(
l
harin
auh
a
鬘
k
a
)
の
中
に
「
爾
時
佛
復
告
=藥
王
菩
薩
摩
詞
薩
}。
我
所
読
經
典
無
量
千
萬
億
。
己
詮
今
諡
當
兌
。
而
於
二其
中
一。
此
法
華
經
最
爲
二難
し信
難
シ解
。
藥
王
。
此
經
是
諸
佛
祕
要
之
藏
。
不
レ可
三
分
布
妄
授
コ與
人
一。
諸
佛
世
釁
之
所
二守
護
一。
從
レ昔
己
來
未
・曾
顯
読
一。
而
此
經
者
。
如
來
現
在
獪
多
二怨
嫉
一。
况
滅
度
後
。
藥
王
當
レ知
。
如
來
滅
後
。
其
能
書
持
讀
誦
供
養
爲
二
他
人
一諡
者
。
如
來
則
爲
二以
レ
衣
覆
ラ
之
。」
{、不
レ須
三復
安
二舍
利
一。
所
以
者
何
。
此
中
己
有
二如
來
全
身
一。
此
塔
應
下以
二
一
切
華
香
瓔
珞
繪
籌
幢
幡
伎
樂
歌
頌
一。
供
養
恭
敬
尊
重
讃
歎
"
。
若
有
レ入
得
レ見
二此
塔
一禮
拜
供
養
。
當
知
是
等
皆
近
二阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一。」
「
若
復
有
レ入
。
受
二持
讀
三誦
解
四論
書
五寫
法
華
經
乃
至
4
三
。
於
二
此
經
卷
一敬
靦
如
レ佛
。
種
々
供
二養
香
瓔
珞
末
香
塗
香
燒
香
贈
蓋
輝
幡
衣
服
伎
樂
一。
乃
至
合
掌
恭
敬
。
藥
王
當
し知
。
是
諸
入
等
。
己
曾
供
二養
十
萬
億
佛
一。
於
・諸
佛
所
一成
コ
就
大
願
一。
愍
三
衆
生
於
二未
來
↓
故
生
二此
入
間
ご
「
藥
王
。
若
有
レ人
間
下
何
等
衆
生
於
二未
來
世
一當
レ得
中
作
佛
上
。
廣
示
是
諸
人
等
於
=未
來
世
「必
得
=作
佛
一。
何
以
故
。
若
善
男
子
善
女
人
。
於
ご
法
華
經
乃
至
一
句
一。
受
持
讀
誦
解
読
書
寫
。
種
種
供
二養
經
卷
「。
華
香
瓔
珞
末
香
塗
香
繪
蓋
瞹
幡
衣
服
伎
樂
。
合
掌
恭
敬
。
是
入
個
切
世
間
所
レ應
膽
奉
一應
下以
二如
來
供
養
一而
供
中
養
之
上
。
當
レ知
之
入
是
大
菩
薩
。
成
二就
阿
耨
多
羅
三
藐
『
菩
提
一。
」
「
藥
王
。
其
有
レ讀
二誦
法
華
經
}者
。
當
し知
是
入
。
以
・佛
莊
嚴
叫而
自
莊
嚴
則
爲
三
如
來
肩
所
-荷
擔
㌔
其
所
レ至
方
應
下
随
向
禝
一
心
合
掌
一5一
恭
敬
供
養
奪
重
譛
歎
。
華
香
瓔
珞
末
香
塗
香
燒
香
縉
蓋
幢
幡
衣
服
鯖
饌
。
.作
二
諸
伎
樂
「。人
中
上
供
而
供
中
養
之
上
、
應
下持
・天
寳
一而
以
散
上
〆
之
。
天
上
寳
聚
應
一以
奉
献
一。
所
以
者
何
。
是
入
歡
喜
諡
レ
法
。
須
臾
聞
レ
之
。
即
得
レ究
二意
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一故
。
-こ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
佛
法
信
三
寳
の
功
養
に
關
す
る
一
節
で
あ
つ
て
、
云
ふ
迄
も
な
く
、
第
一
旬
は
經
典
功
養
を
読
き
、
功
養
者
に
如
來
の
加
護
あ
る
こ
ーこ
示
さ
れ
、
第
二
句
は
佛
に
伎
樂
等
を
供
養
し
た
者
は
S
ttn
ttttara
Sa
m
ya
k
-S
am
bo
d
h
i
�
叺
地
に
近
づ
く
,こ
云
ふ
の
で
す
。
第
三
句
ε
略
同
意
で
あ
り
、
第
四
句
は
供
養
の
所
致
方
は
、
諸
の
伎
樂
を
作
し
、
其
他
を
云
々
せ
よ
・こ
表
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
更
に
、
妙
法
蓮
華
經
見
寳
塔
ロm
第
十
一
(
OQ
ε
℃
鶲
9
∋
血
奠
旨
3
の
中
に
「
三
十
三
天
。
雨
二
天
曼
陀
羅
華
一供
二養
寶
塔
}。
餘
諸
天
龍
夜
叉
乾
闥
婆
阿
修
羅
迦
樓
羅
緊
那
羅
摩
喉
羅
伽
人
非
人
等
千
萬
億
衆
。
以
・∴
切
華
香
瓔
珞
幡
蓋
伎
樂
}。
供
養
寳
塔
冖恭
敬
尊
重
讃
歎
。
爾
時
寶
塔
中
幽
・天
寳
聲
】歎
言
。
善
哉
善
哉
。
」
・こ
寳
塔
供
養
に
も
伎
樂
等
を
以
て
す
る
こ
・こ
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
叉
、
同
經
提
婆
逹
多
品
第
+
二
(
D
ev
ad
a
tta
)
の
中
に
も
「
諸
天
人
民
悉
以
ご雜
華
末
香
燒
香
塗
香
衣
服
瓔
珞
幢
幡
費
蓋
伎
樂
歌
頌
一。
禮
二拜
供
三養
七
寶
妙
塔
一。
無
量
衆
生
得
二
阿
羅
漢
果
一。
無
量
衆
生
悟
二辟
支
佛
}。
不
可
思
議
衆
生
發
ご菩
提
心
一至
二
不
退
轉
一。」
・こ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
伎
樂
等
を
以
て
七
寳
妙
塔
を
供
養
す
る
事
に
ょ
り
阿
羅
漢
果
を
得
、
辟
支
佛
を
悟
り
、
不
退
轉
に
至
る
ε
論
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
阿
羅
澤
は
(a
rh
an
飜
arl-ia,t
田
arh
鋤
鬪
)
d
g
ra-b
co
m
-鬘
殺
賊
の
義
で
、
略
し
て
羅
漢
、
又
は
儼
呵
ご
云
ひ
ま
す
。
廣
供
、
殺
賊
、
無
生
、
離
惡
、
叉
は
廣
、
廣
眞
、
廣
儀
等
・こ
譯
し
、
聲
間
四
果
の
一
。
叉
如
來
十
號
の
一
で
あ
り
ま
す
。
大
毘
婆
娑
論
第
九
十
四
に
「
世
間
の
勝
供
養
を
受
く
る
に
應
す
る
が
故
に
阿
羅
漢
、こ
名
つ
く
。
復
次
に
阿
羅
は
一
切
の
煩
惱
を
謂
ひ
、
漢
は
能
害
の
意
。
利
慧
の
刀
を
用
ひ
て
煩
惱
の
賊
を
害
し
、
餘
な
か
ら
し
む
る
が
故
に
阿
羅
漢
、こ
名
つ
く
。
復
次
に
羅
漢
は
生
、こ
名
つ
く
。
阿
は
是
れ
無
の
義
な
り
。
無
生
を
以
て
の
故
に
阿
羅
漢
、こ
名
つ
く
。
彼
れ
諸
界
諸
趣
に
於
て
復
び
生
ぜ
ざ
る
が
故
な
り
。
復
次
に
漢
は
一
切
の
悪
不
善
の
法
に
名
つ
く
。
阿
羅
,こ
云
ふ
一一一6-一
は
是
れ
遠
離
の
義
、
即
ち
諸
惡
不
善
の
法
を
逡
離
す
る
が
故
に
阿
羅
模
、こ
名
づ
く
し
。
ミ
あ
り
ま
す
。
又
、
大
智
度
論
第
二
に
は
、
殺
賊
、
不
生
、
廣
受
供
養
の
三
譯
を
出
し
。
同
第
三
に
は
賊
破
、
廣
供
、
不
生
の
三
義
を
塞
け
て
ゐ
ま
す
。
成
唯
識
論
第
三
に
「
阿
羅
漢
S
は
逋
じ
て
三
乗
の
無
學
果
を
攝
す
」
ε
あ
り
。
大
品
般
若
經
第
六
に
は
之
を
己
作
地
マ
」名
づ
け
、
菩
薩
十
地
中
の
第
七
位
に
置
い
て
ゐ
ま
す
。
不
退
轉
、こ
は
梵
語
の
阿
毘
跋
致
で
あ
り
、
所
得
の
功
徳
善
根
に
於
て
愈
々
堆
進
し
、
更
に
退
夫
し
轉
變
し
な
い
の
で
す
。
無
量
壽
經
上
に
「
聞
二我
名
二不
三
即
得
至
二不
退
轉
一者
不
レ取
二
正
覺
」
。
法
華
經
序
品
に
は
「
此
於
コ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
一不
二退
轉
こ
。
叉
、
十
住
毘
婆
娑
論
に
「
若
人
疾
欲
レ至
ーネ
退
轉
地
一者
應
下以
二恭
敬
少
執
稱
中
名
號
と
・こ
あ
り
ま
す
が
、
伎
樂
等
を
供
養
す
る
事
に
よ
り
、
こ
の
阿
羅
丿
漢
を
得
、
辟
支
佛
を
悟
り
、
不
退
轉
に
至
る
の
で
あ
り
ま
す
。
叉
、
同
經
如
來
壽
量
品
第
-j-
六
(T
ath
ag
atay
u
sp
ra
m
an
a
)
�
中
に
「
阿
逸
多
。
是
善
男
子
善
女
人
。
下
レ須
下爲
し我
復
起
塔
寺
一及
作
檜
坊
「以
画
事
}供
単養
衆
僭
上所
以
者
何
。
是
善
男
子
善
女
入
。
受
持
讃
請
是
經
典
者
。
爲
己
起
レ塔
造
二
立
僭
坊
一供
ご養
衆
檜
一。
則
爲
以
二佛
舍
利
一起
二
七
寳
塔
一。
高
廣
漸
小
至
二
于
梵
天
一。
懸
二諸
幡
蓋
及
衆
寳
鈴
一。
華
香
瓔
珞
末
香
塗
香
燒
香
。
衆
鼓
伎
簫
笛
箜
篌
種
種
舞
戯
。
以
二妙
音
聲
甎
唄
讃
頌
。
則
爲
於
二
無
量
千
萬
億
劫
嚇作
ご是
供
養
一己
」
¶こ
あ
り
ま
す
。
更
に
又
、
同
經
囑
累
品
經
第
二
十
二
(
A
n
up
arin
d
an
a)
に
一
節
に
「
諸
寶
善
上
。
各
有
二
百
億
諸
天
一作
二
天
伎
樂
一。
歌
二歎
於
佛
}以
爲
二供
養
}。」
,こ
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
叉
、
同
經
妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
(
G
a
dga
d
a
svara
)
の
一
句
に
も
「
爾
時
雲
雷
音
王
佛
所
妙
音
菩
薩
伎
樂
供
養
奉
上
寳
器
者
。
豈
異
人
乎
。
今
此
妙
音
菩
薩
摩
訶
薩
是
。
華
徳
。
是
妙
音
菩
薩
。
己
曾
供
養
親
近
無
量
諸
佛
。
久
殖
徳
本
。
」
S
あ
り
ま
す
。
伎
樂
く」云
ふ
句
を
佛
典
よ
り
抽
出
す
事
は
難
事
で
は
あ
り
せ
ん
。
そ
れ
丈
多
く
隨
所
に
點
在
し
て
ゐ
る
か
ら
で
す
。
向
7
幅
飛
烏
時
代
の
演
劇
、こ
、
前
記
の
抽
出
、こ
の
關
係
に
少
し
異
常
な
感
じ
を
懐
か
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
然
し
、
次
の
章
に
な
の
稍
了
解
し
て
頂
く
ご
考
へ
ま
す
。
そ
れ
は
聖
徳
太
子
傳
暦
下
卷
(
大
日
本
佛
教
全
書
廿
一
頁
)
の
中
に
、
「
又
百
濟
味
摩
之
化
來
白
日
。
學
二于
呉
國
幅得
二伎
樂
舞
一。
則
安
二置
櫻
井
村
一。
剛而
集
二
少
年
一令
二習
傳
一。
太
子
奏
。
勅
二諸
氏
貢
二子
弟
壯
士
{令
レ
習
奥
皷
一。
叉
下
二天
下
「令
二撃
レ鼓
習
シ舞
是
今
財
人
之
先
。
太
子
從
容
謂
二左
右
}日
。
俳
二養
三
寳
㎜用
ご諸
蕃
樂
一。
或
不
・肯
二
學
習
一。
或
習
而
不
佳
。
而
今
家
業
習
傳
。
宜
レ免
二
課
役
一。
即
令
二大
臣
}奏
発
。
」
・
、こ
あ
り
ま
す
。
聖
徳
太
子
が
何
故
か
く
も
伎
樂
を
推
朧
さ
れ
た
か
・こ
云
ふ
、こ
、
實
に
前
記
の
佛
典
に
基
づ
か
れ
た
結
果
で
あ
の
ま
す
。
法
王
帝
論
に
依
れ
は
'
欽
明
天
皇
即
位
前
十
四
年
、
戊
午
の
歳
(
α。
。
〉
¢
)
に
佛
教
傳
來
し
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
迄
に
、
新
羅
、
百
濟
の
入
貢
が
あ
り
、
支
那
文
明
の
移
入
地
で
あ
る
朝
鮮
-こ
の
交
渉
は
、
次
第
に
濃
度
を
深
め
て
ゐ
ま
す
。
、
阿
直
岐
、
王
仁
、
辰
殘
王
が
將
來
し
て
、
應
仁
天
皇
の
太
子
、
黄
道
稚
部
子
の
師
、こ
な
り
。
之
等
の
子
孫
は
何
れ
も
文
筆
を
以
て
日
本
文
化
に
貢
献
し
。
囈
麗
ε
百
濟
・こ
の
戰
亂
地
に
居
住
し
て
ゐ
た
漢
入
が
、
日
本
に
渡
來
し
て
、
文
物
を
傳
來
し
。
融
通
王
は
百
廿
縣
の
民
を
牽
い
て
百
濟
よ
り
歸
化
し
。
阿
知
使
主
・こ
、
そ
の
子
、
都
加
使
王
は
十
七
縣
の
民
を
率
い
て
、
帶
方
か
ら
歸
化
し
て
ゐ
ま
す
。
聖
徳
太
子
傳
暦
に
依
れ
ば
め
「
六
年
酊
公
+
月
。
翠
百
濟
國
天
別
圧
持
.經
論
並
律
師
禪
師
比
丘
尼
等
還
來
。
」
穴
年
墾
+
月
。
新
羅
國
献
蓬
佛
攣
。
L
門百
濟
賢
者
葦
北
達
卒
日
羅
。
隨
二我
朝
召
使
吉
備
海
部
羽
島
一來
朝
・
」
「
+
三
轟
秋
九
月
。
彌
勒
石
像
一
軈
。
佛
堡
讐
濟
將
來
。
」
崇
俊
天
皇
「
元
年
戊
春
三
月
。
百
濟
國
使
並
俗
惠
聰
令
欣
。
惠
寔
等
來
献
噂佛
舍
利
。
叉
恩
卒
。
首
信
等
來
澹
γ調
。
ド別
献
二佛
舍
利
並
僭
聆
照
一。
律
一8一
師
令
威
。
惠
衆
。
惠
宿
。
道
嚴
、
令
關
等
。
寺
工
一
入
。
鑢
盤
師
一
人
。
造
瓦
師
二
入
。
畫
工
一
八
も
L
三
驫
春
三
月
Q
學
問
尼
善
信
等
。
自
古
濟
乘
。
」
「
五
年
望
四
月
。
百
肇
使
。
王
子
阿
佐
等
來
。
調
貢
。
衙
、
聖
徳
太
子
傳
暦
卷
下
に
「
+
六
姦
夏
四
月
。
小
野
臣
撃
。
至
旨
灸
随
。
々
朝
使
裴
世
清
筆
二
人
。
律
妹
テ
來
・至
子
筑
肇
。
到
・靉
鉾
。
」
【、十
八
年
春
三
月
。
高
麗
曇
徴
。
法
定
二
口
來
。L
$
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
以
上
は
太
子
在
世
迄
の
記
録
で
あ
り
ま
す
が
、
「此
等
支
那
及
び
朝
鮮
の
文
化
、こ
佛
教
の
傳
來
は
、
當
時
の
固
有
日
本
文
化
に
異
常
の
影
響
を
與
へ
た
こ
ご
は
勿
論
、こ
考
へ
ま
す
。
加
ふ
る
に
、
太
子
の
佛
教
中
心
の
御
政
治
は
、
從
來
の
日
本
風
俗
に
幾
多
の
佛
教
的
風
俗
を
抽
出
し
、
茲
に
飛
烏
時
代
演
劇
の
骨
頂
を
な
す
伎
樂
を
産
斟
し
、
そ
れ
が
李
面
的
に
は
當
時
の
日
本
全
土
に
、
立
體
的
に
は
現
代
に
至
る
迄
流
行
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
(
太
子
の
佛
教
中
心
、こ
申
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
諸
佛
の
道
、
敢
て
諸
紳
に
逢
は
つ
o
」
・こ
奏
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
佛
榊
一
如
の
宗
教
觀
で
あ
り
ま
す
)。
聖
徳
太
子
の
御
政
治
の
態
度
は
、
太
子
肇
製
の
憲
怯
十
七
條
に
「
こ
日
。
篤
敬
蝸一三
寳
一。
三
寳
者
佛
法
僭
也
。
則
四
生
之
終
歸
。
萬
國
之
極
宗
。
何
世
何
人
非
〆貴
・是
法
硝。
人
鮮
二
尤
惡
単。
能
教
從
γ之
。
其
不
レ歸
∵
三
寳
一。
何
以
直
〆枉
。
」
・こ
あ
り
、
太
子
の
御
行
情
は
傳
記
を
讀
み
ま
し
て
も
剿
る
如
く
、
深
く
佛
教
に
基
本
を
置
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
高
麗
の
信
慧
慈
、
百
濟
の
僭
慧
聰
等
を
師
ε
さ
れ
、
夂
、
推
古
帝
の
六
年
四
月
十
五
日
に
は
、
勝
鬘
經
を
宮
中
に
講
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
「
戊
午
年
四
月
十
五
日
少
治
田
天
皇
請
・
上
宮
王
一令
γ講
二勝
鬘
經
一其
、儀
如
ダ僭
也
。
諸
王
公
王
及
臣
連
公
民
信
受
無
〆
不
レ嘉
也
。
三
箇
月
之
内
、
講
読
訖
也
。」
._..g._....
ε
法
王
帝
諡
に
は
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
叉
、
他
面
に
は
幾
多
の
寺
塔
を
建
立
さ
れ
ま
し
た
ぬ
太
子
傳
古
今
録
抄
に
は
、
左
の
如
く
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
一
太
子
造
二
立
八
箇
寺
一事
。
七
代
記
云
。
上
宮
太
子
造
一・立
寺
舍
'八
八
所
饗
纛
慧
釐
驫
黔
譌
二
莟
提
寺
黻
彎
・
妙
安
寺
歎
爨
.・
法
隆
驫
鰍
鱗
。
法
起
寺
獣
轍
嚼
二
定
林
寺
默
聾
廣
隆
蠡
.
蜂
岡
寺
一
伽
藍
者
。
塔
。
金
堂
。
講
堂
。
檜
坊
。
食
堂
。
此
七
種
.
一
伽
藍
,云
也
。
太
子
御
建
立
ハ奉
二爲
天
皇
舶造
二營
七
ケ
寺
一。
除
ご廣
隆
寺
・。
云
々
又
云
。
邦
有
二神
珠
一者
。
蟲
魅
莫
〆侵
γ之
。
國
興
哺一三
寳
一。
亦
有
二何
調
一哉
。
云
々
叉
云
。
住
二法
隆
學
問
寺
悼僭
侶
。
毎
年
九
旬
。
令
レ講
二法
花
。
勝
髴
。
維
摩
三
部
經
碕。
法
輪
常
轉
而
濟
二萬
民
一。
紹
二隆
三
寳
一。
以
護
鴻牽
士
一。
云
々
寺
院
建
立
-こ
共
に
、
佛
教
儀
式
も
制
立
さ
れ
、
茲
に
伎
樂
が
法
華
經
思
想
を
基
本
・こ
し
て
三
寳
供
養
の
爲
め
に
探
用
さ
れ
ま
し
た
。
か
く
し
て
印
度
、
支
那
、
朝
鮮
,こ
經
歴
し
た
伎
樂
は
H
本
佛
教
儀
式
の
一
?
こ
し
て
、
廣
く
全
國
に
流
漲
し
ま
し
た
。
當
時
、
日
本
に
は
ア
イ
ヌ
種
族
の
祭
祀
舞
踏
よ
り
發
芽
し
た
演
劇
・こ
、
固
有
日
水
人
の
所
濤
舞
踏
よ
り
發
生
し
た
も
の
、こ
、
隼
人
種
族
の
戰
鬪
舞
踏
よ
り
傳
つ
た
演
劇
、こ
が
並
存
し
て
ゐ
ま
し
た
。
此
等
は
互
に
相
影
響
し
乍
ら
飛
烏
時
代
に
傳
り
ま
し
た
。
伎
樂
が
此
等
こ
異
る
所
は
、
對
象
が
佛
法
僭
で
あ
り
、
印
度
古
代
舞
踏
に
其
源
を
置
く
。
純
生
た
る
傳
來
も
の
で
あ
る
こ
・こ
で
あ
り
ま
す
一一10-一
然
し
、
伎
樂
を
嚴
密
に
觀
れ
ば
前
三
者
ご
同
樣
、
劇
的
性
能
を
具
備
し
乍
ら
、
未
だ
純
粹
劇
で
は
な
く
、
宗
教
儀
式
の
一
部
を
な
す
宗
教
舞
踊
で
あ
り
ま
す
。
更
に
深
く
考
へ
れ
ば
、
伎
樂
の
役
割
は
宗
教
の
一
要
具
・こ
し
て
、
其
使
命
を
果
す
も
の
で
あ
の
ま
し
た
。
從
つ
て
、
伎
樂
の
内
容
は
、
佛
教
信
徒
教
化
の
思
想
が
包
含
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
伎
樂
は
梵
語
く
降。
身
9
の
譯
で
、
西
藏
語
弖
-ヨ
・
音
樂
の
意
で
あ
り
ま
す
。
長
阿
含
第
十
一
善
生
經
に
は
簡伎
樂
の
六
失
を
舉
げ
て
ゐ
ま
す
。
六
失
、こ
は
一
に
歌
を
求
む
、
二
に
舞
を
求
む
、
三
に
は
琴
瑟
を
求
む
、
四
に
は
波
内
卑
し
、
五
に
は
多
羅
槃
、
六
に
は
首
呵
那
な
り
。
ぐ
」あ
り
ま
す
。
雅
樂
の
一
種
で
あ
つ
て
、
又
、
莫
樂
、こ
も
云
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
望
月
信
享
氏
は
「
呉
樂
、こ
は
呉
國
よ
の
傳
は
り
た
る
樂
な
る
を
以
て
此
名
あ
り
」
マ」読
か
れ
て
居
ま
す
が
、
灰
野
庄
夲
氏
は
歴
熨
的
に
哭
國
を
詮
索
さ
れ
'
f,C
1
)
は
周
の
文
王
の
伯
父
太
伯
の
建
て
た
國
で
、
こ
れ
は
呉
越
の
名
に
よ
つ
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
國
N
(4
7
3　
C
)
に
亡
ぶ
。
(
二
)は
後
漢
の
後
に
鼎
立
し
た
三
國
の
一
で
、
孫
權
の
覇
に
建
つ
た
國
で
あ
る
が
(
㊤。
O
>
O
)
に
晋
に
亡
ぽ
さ
れ
て
ゐ
る
。
(
三
)
は
唐
の
昭
宗
の
世
に
淮
南
の
節
度
使
-こ
な
つ
た
揚
行
密
の
建
て
た
國
N
(
30
A
D
)
に
滅
ん
で
ゐ
る
。
支
那
歴
史
中
、
臭
-こ
呼
ば
れ
た
國
は
以
上
の
三
丈
け
で
あ
る
。
味
摩
之
の
歸
化
は
(
①
這
>
0
4
で
あ
る
か
ら
此
三
臭
、こ
前
後
し
て
同
時
代
で
な
い
。
故
に
味
摩
之
の
學
ん
だ
臭
は
、
歴
史
上
の
莫
で
な
い
L
。
、こ
申
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
.
そ
れ
は
そ
れ
ε
し
て
伎
樂
が
舞
劇
の
意
で
あ
り
、
こ
れ
を
伎
樂
舞
、
、ぐ
れ
の
樂
劇
ご
詠
ん
だ
の
は
、
日
本
傳
來
後
ら
し
い
マ」云
ふ
事
は
一
致
し
て
ゐ
ま
す
。
伎
樂
の
種
類
は
、
獅
子
、
迦
樓
羅
、
波
羅
門
、
崙
崙
、
力
士
、
大
孤
、
醇
胡
、
武
徳
樂
、
臭
公
等
・こ
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
「
遡
樓
羅
」
は
、
迦
樓
羅
を
本
尊
ε
し
、
疾
病
、
風
雨
、
落
雷
の
災
を
除
く
修
法
で
、
舞
踊
「
遡
樓
羅
」
は
そ
の
意
昧
を
含
ん
だ
舞
踊
で
あ
り
ま
す
。
・
迦
樓
羅
(
0
9
毎
魯
)
は
迦
留
羅
、
迦
婁
羅
、
掲
路
茶
、
迦
曝
羅
、
誠
噌
拏
、
蘖
噌
拏
ε
も
譯
さ
れ
て
ゐ
る
鳥
名
で
あ
つ
て
、
舊
譯
で
は
金
翅
鳥
、
新
譯
で
は
妙
翅
鳥
、
頂
痩
鳥
・こ
あ
の
ま
す
。
四
天
下
の
大
樹
に
居
り
、
龍
を
取
つ
て
食
,こ
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
八
部
衆
の
一
で
あ
り
ま
す
。
一11-一
法
華
經
文
句
二
下
に
、
一,迦
樓
羅
。
此
云
二金
翅
一。
翅
翩
金
色
、
居
二四
天
下
大
樹
上
一。
爾
翅
相
去
三
百
三
十
六
萬
里
。L
・こ
あ
り
、
叉
、
深
玄
記
二
に
は
、
「
迦
留
羅
。
新
名
二羯
路
茶
一。
此
云
・妙
翅
鳥
一。
鳥
翅
有
帥種
種
寳
色
莊
嚴
一。
非
二
但
金
・。
依
二海
龍
王
經
一。
兵
鳥
爾
翅
相
去
三
百
三
十
萬
里
。
閻
淨
提
止
容
二
足
一。
依
「湟
槃
經
一
。
此
鳥
能
食
二淌
龍
魚
七
寳
等
・。
叉
依
二
膾
一
經
一。
旧
別
食
・二
大
龍
王
五
百
小
龍
"。
逹
二四
天
下
一。
周
而
復
始
。
次
第
食
γ之
。
命
欲
γ終
時
。
諸
龍
吐
γ毒
。
不
γ能
二復
食
一。
飢
火
所
γ燒
。
聾
レ翅
直
下
。
至
二風
輪
際
・。
爲
レ風
所
〆吹
。
還
復
上
來
。
往
還
七
返
。
無
二處
停
ジ
足
。
途
至
二金
剛
輪
山
一。
頂
上
命
終
。
以
γ食
ご諸
龍
一。
身
肉
毒
氣
。
發
レ火
自
焚
。
難
陀
龍
王
。
恐
γ燒
二寳
山
一。
降
γ雨
滅
レ火
、
滞
如
鴫・車
軸
一。
身
肉
淌
散
。
唯
有
・心
在
一。
大
如
レ陛
。
純
青
瑠
璃
色
。
輪
王
得
ダ之
。
用
爲
二珠
寳
一。
帝
釋
得
〆
之
。
爲
二髻
中
珠
"。」
,こ
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
迦
樓
羅
は
漸
て
迦
樓
羅
法
.
迦
樓
羅
觀
・こ
現
れ
ま
し
た
。
迦
樓
羅
法
ご
は
迦
樓
羅
鳥
の
修
法
で
あ
つ
て
、
其
修
法
は
「
文
殊
師
利
菩
薩
根
本
大
教
王
金
翅
鳥
品
一
卷
」
、
「
速
疾
立
驗
魔
醯
首
羅
天
論
阿
尾
舍
法
一
卷
」
に
具
さ
に
其
法
が
論
か
れ
て
あ
り
、
其
中
心
思
想
は
迦
樓
羅
鳥
の
榊
靈
を
以
て
悪
龍
の
災
ひ
を
除
く
も
の
で
あ
り
、
密
門
鈔
抄
に
も
、
「
伽
樓
羅
大
法
は
風
雨
を
止
め
、
及
び
悪
雷
の
御
所
」
、こ
あ
り
ま
す
迦
樓
羅
觀
は
、
迦
樓
羅
鳥
の
毒
蛇
の
害
を
除
く
如
し
、
諸
の
災
害
を
除
く
觀
法
で
あ
り
、
微
妙
觀
-こ
も
義
譯
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
伎
樂
の
迦
樓
羅
も
、
此
迦
樓
羅
觀
を
中
心
、こ
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
。
伎
樂
迦
樓
羅
に
使
用
し
た
面
は
、
東
大
寺
に
一
面
、
正
倉
院
に
一
面
殘
存
し
て
ゐ
ま
す
。
正
倉
院
の
も
の
は
、
殆
・ご
全
面
線
色
、
頬
耳
の
中
嘴
の
下
鷄
冠
が
朱
色
で
高
さ
が
一
尺
三
寸
、
東
大
寺
の
も
の
は
、
嘴
が
垂
直
に
突
き
出
て
玉
を
含
ん
で
ゐ
ま
す
。
嘴
及
び
頬
の
肉
の
ひ
だ
の
朱
が
古
び
て
黒
す
ん
で
ゐ
ま
す
。
「
獅
子
」
(
Si旨
h
a)
は
梵
語
で
某
伽
、
僭
伽
彼
-こ
云
ひ
、
獸
中
の
王
で
あ
り
ま
す
。
經
中
佛
の
勇
猛
を
以
て
之
に
譬
へ
て
あ
り
ま
す
。
無
議
壽
經
に
は
{,人
雄
獅
子
。
神
徳
無
量
L
。
-こ
あ
り
、
智
度
論
に
は
、
「
叉
如
三
獅
子
四
足
獸
中
獨
歩
無
畏
能
伏
二
切
榊。
佛
亦
如
γ是
。
於
二九
十
六
種
外
道
中
二
切
降
伏
。
故
名
二人
師
子
一。」
-こ
あ
り
ま
す
。
一一12-一
獅
子
の
傳
説
は
多
數
あ
り
ま
す
が
、
菩
薩
瓔
珞
經
九
に
、
「
師
子
に
二
子
あ
り
、
獵
者
に
殺
さ
れ
、
舌
者
の
家
に
生
れ
て
出
家
得
道
す
し
謡
あ
り
ま
す
。
又
、
善
財
童
子
南
詢
第
廿
四
參
師
子
頻
申
比
氏
尼
の
一
切
諸
寳
樹
下
の
大
師
子
座
上
に
端
塵
す
る
を
見
て
、
其
徳
相
を
思
惟
し
十
一
喩
を
擧
け
て
ゐ
る
が
、
唐
華
嚴
經
に
あ
り
ま
す
。
技
樂
獅
チ
は
、
羅
、
病
氣
、
災
過
を
未
然
に
除
く
呪
ひ
の
意
味
が
含
ま
つ
て
居
り
、
こ
の
呪
ひ
、
拂
ひ
が
民
間
信
仰
ε
結
ん
で
、
今
日
迄
種
々
の
形
式
に
な
つ
て
、
傳
つ
て
ゐ
ま
す
。
技
樂
の
獅
チ
は
さ
う
演
出
さ
れ
る
か
、
參
考
書
に
依
れ
ば
大
體
次
の
や
う
で
あ
り
ま
す
。
舞
踊
の
初
ま
る
前
に
、
こ
れ
に
用
ひ
る
樂
器
調
べ
が
行
は
れ
ま
す
。
そ
の
樂
器
は
第
一
笛
、
第
二
銅
拍
手
、
第
三
腰
鼓
で
あ
り
ま
す
。
笛
は
七
孔
笛
で
あ
り
、
銅
拍
子
は
金
屬
性
の
皿
形
の
も
の
で
.
こ
れ
を
一
つ
づ
玉
左
右
の
手
に
持
つ
て
、
打
合
せ
て
其
普
を
以
て
拍
子
を
取
り
ま
す
。
鼓
は
一
の
鼓
、
こ
の
鼓
、
三
の
鼓
、
四
の
鼓
-こ
分
れ
晦
一
の
鼓
が
一
番
小
さ
く
、
次
第
に
大
き
く
な
つ
て
、
四
の
鼓
に
至
り
ま
す
。
腰
頭
は
其
三
の
鼓
で
あ
つ
て
、
爾
面
に
皮
が
張
つ
て
あ
り
、
革
面
の
直
徑
か
一
尺
四
寸
.
筒
の
長
さ
が
一
尺
五
寸
、
筒
の
口
徑
か
七
寸
二
分
皮
を
調
べ
ろ
絲
は
黄
色
の
絲
を
用
ひ
て
あ
り
ま
す
。
次
に
昔
取
り
を
奏
し
ま
す
。
こ
れ
は
前
記
の
樂
器
の
調
子
を
調
べ
る
一
定
の
形
式
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
道
行
音
聲
を
以
て
、
舞
人
、
樂
人
が
登
塲
し
ま
す
。
そ
の
順
序
は
、
第
一
に
最
初
の
舞
踊
を
行
ふ
獅
子
が
立
ち
、
次
に
踊
物
が
續
き
、
こ
の
後
に
笛
吹
が
立
ち
、
次
に
幅
冠
が
續
き
ま
す
。
次
に
打
柳
(
三
の
鼓
が
二
入
、
銅
拍
子
が
二
人
)
が
續
き
、
此
等
舞
人
樂
人
の
座
が
定
つ
て
、
舞
踊
か
初
ま
り
ま
す
。
技
樂
獅
子
が
如
何
に
舞
踊
さ
れ
る
か
、
以
上
の
外
に
判
明
し
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
用
ひ
ら
れ
た
面
が
、
正
倉
院
に
あ
る
ε
記
さ
れ
て
あ
り
ま
、す
。
そ
れ
は
左
右
一
尺
一
寸
七
分
、
高
さ
が
九
寸
八
分
、
前
後
が
一
尺
二
寸
あ
り
ま
し
て
、
齒
,こ
眼
晴
ε
が
黒
、
鼻
端
、
眼
、
唇
が
赤
く
、
眼
一13一
球
-こ
下
唇
が
動
く
や
う
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
頭
に
四
角
の
孔
か
あ
る
の
は
耳
の
あ
つ
た
痕
だ
ろ
う
、こ
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
私
達
の
よ
く
見
聞
す
る
も
の
に
、
祭
禮
に
行
は
れ
る
獅
子
舞
、
歌
舞
伎
所
作
事
の
「勢
獅
子
」
能
の
「
石
橋
」
、
歌
舞
伎
の
「
連
獅
子
」
等
、
恐
ら
く
そ
の
源
流
は
伎
樂
の
獅
子
よ
り
出
た
ら
し
い
・こ
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
第
三
は
「波
羅
門
」
で
あ
り
ま
す
が
、
天
竺
四
姓
(
中
曁
ヨ
き
波
羅
門
内
炎
二
筍
刹
帝
利
V
aioya
吠
舍
の自
創.帥
首
陀
羅
)
の
最
高
階
級
で
、
彼
等
は
B
rah
m
an
(梵
天
)
の
口
よ
り
生
じ
た
最
高
貴
種
族
で
あ
り
、
諸
天
諸
紳
の
聖
旨
を
傳
へ
る
紳
聖
な
階
級
・こ
認
め
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
婆
維
賀
摩
拏
、
沒
囃
憾
摩
・こ
も
譯
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
玄
應
音
義
十
八
、
慧
琳
昔
義
廿
六
等
に
具
読
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
第
四
は
「毘
崙
」
、
第
五
が
「
力
士
」
で
す
が
、
毘
崙
に
は
三
つ
の
解
釋
が
あ
り
ま
す
、
一
は
國
名
で
、
こ
れ
は
堀
倫
の
こ
ーこ
で
黒
色
人
の
佳
む
國
で
あ
り
ま
す
。
今
の
ジ
ヤ
ワ
、
ス
マ
タ
ラ
等
で
あ
つ
て
、
二
は
山
名
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
支
那
西
部
の
中
央
西
藏
の
北
部
に
あ
る
山
脈
で
あ
り
、
内
典
に
は
所
謂
香
山
ε
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
叉
、
香
醉
山
,こ
呼
ば
れ
、
雲
山
の
北
に
あ
つ
て
北
の
山
の
南
に
無
熱
池
あ
り
、こ
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。
次
は
人
名
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
箟
崙
奴
-こ
稱
さ
れ
、
箆
崙
子
、
漆
道
人
・こ
も
言
は
れ
て
ゐ
ま
す
。
高
僭
傳
五
に
「
澄
講
安
毎
覆
述
。
衆
未
二之
悔
一。
咸
言
。
須
グ待
二後
次
一當
難
二殺
崑
崙
子
一。
即
安
後
更
覆
講
。
疑
難
蜂
起
。
安
挫
γ鋭
解
γ
紛
。
行
有
コ餘
力
一。
時
人
語
日
。
漆
道
人
驚
西
隣
。」
,こ
あ
り
ま
す
。
舞
樂
に
「
毘
崙
仙
人
」が
あ
り
、
こ
れ
箟
崙
山
に
佳
む
奇
鳥
を
表
は
し
た
も
の
で
す
が
、
伎
樂
「
箟
崙
」
は
第
三
の
入
で
あ
る
の
が
爰
當
性
が
多
い
や
う
で
す
Q
「
力
士
」
は
金
剛
、こ
共
に
佛
法
の
守
護
紳
で
あ
り
ま
す
゜
參
考
書
に
次
の
如
き
こ
ーこ
が
記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
「崑
崙
」
の
曲
に
於
て
、
五
人
の
女
現
れ
て
燈
臚
の
前
に
立
つ
。
そ
の
中
の
三
人
は
打
輪
を
持
ち
、
そ
の
中
の
二
人
は
袋
を
擔
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
後
へ
舞
人
二
人
現
れ
て
舞
ふ
。
舞
ひ
終
り
、
持
つ
て
ゐ
る
扇
で
五
人
の
女
を
指
し
、
そ
の
中
の
二
人
を
懸
想
す
る
樣
子
を
表
す
。
こ
、
へ
「
力
士
」
が
手
を
た
」
き
乍
ら
舞
ひ
出
る
。
「
金
剛
」が
門
を
開
く
。
こ
の
金
剛
力
士
に
先
程
の
女
に
懸
想
し
た
舞
人
、
即
ち
外
道
の
「
箆
崙
」
が
降
伏
す
る
。
こ
れ
に
綱
つ
け
舞
ふ
。
-こ
い
ふ
筋
で
あ
り
ま
す
。
一44一
次
に
「
大
孤
」
は
老
女
の
姿
で
子
供
二
人
に
腰
を
お
さ
れ
て
・
膝
を
う
た
せ
て
現
は
れ
、
佛
前
に
參
詣
し
、
子
供
を
左
右
に
置
い
て
佛
を
禮
拜
す
る
。
,こ
云
ふ
や
う
な
簡
單
な
も
の
ら
し
い
で
す
。
第
七
の
「
醇
胡
」
は
「
醉
胡
王
」
,、」
呼
ば
れ
、
舞
樂
中
に
「
胡
飮
酒
(
丙
§
甘
)
,こ
し
て
殘
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
こ
れ
は
舞
樂
中
の
林
邑
樂
で
あ
り
ま
す
。
「胡
飮
酒
」
は
一
人
舞
で
、
容
貌
魁
偉
の
面
を
つ
け
、
頭
の
毛
を
左
右
に
振
分
け
垂
ら
し
、
手
に
桴
を
持
つ
て
舞
ふ
,、)記
さ
れ
て
あ
り
ま
す
・
林
邑
-こ
は
支
那
の
南
方
の
印
度
等
の
地
方
で
僣
佛
哲
の
來
朝
し
た
際
に
林
邑
樂
を
將
來
し
て
ゐ
ま
す
。
こ
の
林
邑
八
樂
の
中
に
「
胡
飮
酒
」
が
あ
り
、
一
名
「
醉
胡
樂
」
・こ
稱
し
、.伎
樂
「
醉
胡
」
も
そ
れ
よ
り
流
れ
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
最
後
の
「
武
徳
樂
」
は
、
武
を
以
て
亂
を
除
く
意
味
を
表
し
た
小
曲
で
あ
つ
て
、
舞
樂
「武
徳
樂
」
・丶」大
體
同
じ
や
う
で
あ
り
ま
す
。
「
奚
公
」
は
、
舞
入
が
扇
を
持
つ
て
居
た
、
樂
人
か
こ
の
曲
を
三
返
吹
く
ε
云
ふ
事
の
み
傳
へ
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
次
に
伎
樂
は
如
何
な
る
衣
裳
樂
律
が
あ
つ
た
か
-三
ム
ふ
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
法
隆
寺
縁
起
資
財
帖
に
は
次
の
樣
に
あ
り
ま
す
。
伎
樂
壹
拾
壹
具
獅
子
貳
頭
獅
子
子
肆
面
治
道
貳
面
呉
公
壹
面
金
剛
壹
面
迦
樓
羅
壹
面
崑
崙
萱
面
五
色
毛
在
袴
四
腰
衣
服
具
衣
服
具
衣
服
具
衣
服
具
衣
服
具
衣
服
具
一一15-一
波
羅
門
壹
面
衣
服
具
孤
予
參
面
衣
服
具
醉
胡
漆
面
衣
服
具
又
、
頭
大
寺
資
財
流
記
帳
の
樂
器
衣
服
章
に
は
「治
道
」
「
獅
子
ヒ
、呉
公
」
一
金
剛
」
「
迦
樓
羅
」
「崑
崙
」
「
力
士
」
「
波
羅
門
」
「
大
孤
」
「
醉
胡
王
」
の
項
目
か
あ
り
、
衣
服
・こ
し
て
は
、
紫
し
施
し
の
頭
隱
、
黒
紫
綾
の
袍
、
臼
橡
細
布
の
衿
、
緑
ま
た
は
緋
の
袷
袴
、
紫
ま
た
は
臼
の
勒
肚
巾
、
雲
繝
錦
の
脛
裳
.
臼
橡
細
布
の
樸
子
等
が
記
さ
れ
、
唐
の
通
典
の
四
方
樂
の
章
に
天
竺
樂
、
樂
工
、
皇
絲
布
、
樸
殞
巾
、
臼
緑
襦
、
紫
綺
袴
、
緋
帳
舞
、
二
人
辨
髪
、
朝
霞
袈
裟
ε
あ
り
ま
す
。
樂
律
は
參
考
書
に
よ
れ
ば
下
記
の
や
う
で
す
。
「
獅
子
」
「
波
羅
門
」
「
崑
崙
」
「
力
士
」
「
醉
胡
」
　、武
徳
樂
」
は
一
越
調
。「
呉
公
」
は
盤
渉
調
。
「
大
孤
」
は
夲
調
。
「
波
羅
門
」
は
拍
子
十
一
。
「
崑
崙
」
は
拍
子
十
。
壹
越
調
李
調
は
十
二
調
子
の
壹
越
の
晋
を
、
五
聲
中
の
宮
に
置
い
た
膏
階
で
あ
り
、
夲
調
は
李
調
を
宮
に
置
い
た
昔
階
で
あ
り
ま
す
。
か
く
て
飛
烏
時
代
に
傳
來
し
た
伎
樂
、
聖
武
帝
の
天
竺
八
年
天
竺
の
信
仙
那
・こ
共
に
歸
化
し
大
林
邑
の
僣
、
仙
哲
の
將
來
し
た
林
邑
樂
ミ
同
處
に
起
つ
九
も
の
で
、
そ
の
源
泉
は
印
度
で
あ
ら
う
・こ
考
へ
ま
す
。
私
は
支
那
、
印
度
・こ
伎
樂
の
源
流
を
た
,ご
つ
て
行
き
た
い
、こ
考
へ
ま
す
が
、
頁
の
都
合
上
こ
れ
で
止
め
、
叉
、
機
曾
が
あ
る
時
、
印
度
古
典
舞
踊
、こ
伎
樂
の
關
係
に
つ
い
て
逋
べ
た
い
,こ
思
ひ
ま
す
。
(
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